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一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年
三
月
に
「
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
「
市
区
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校
法
人
等

の
学
校
の
設
置
者
及
び
学
校
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
り
、
持
続
可
能
な
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
速

や
か
に
改
革
に
取
り
組
む
。
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
学
校
の
設
置
者
が
行
う
改
革
に
必
要
な
支
援
等
に
取
り
組
む
」
と
し

た
上
で
、
「
学
校
の
設
置
者
は
、
各
学
校
の
生
徒
や
教
師
の
数
、
部
活
動
指
導
員
の
配
置
状
況
や
校
務
分
担
の
実
態
等
を
踏

ま
え
、
部
活
動
指
導
員
を
積
極
的
に
任
用
し
、
学
校
に
配
置
す
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
予
算
に
お
い
て
、

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
い
る
公
立
中
学
校
等
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の
配
置
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
た

め
の
経
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
取
組
等
を
通
じ
て
、
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
中
学
校
等
に
お
け
る
部
活
動
指
導
員
の

配
置
を
促
進
し
て
ま
い
り
た
い
。


